
 

  

 保護者及び生徒を対象とした学校教育自己診断アンケートを実施しましたところ、ご多用の中、 

ご回答にご協力いただきましてありがとうございました。 

  調査結果につきまして、保護者の皆様にご報告するとともに今後の学校運営に活かしていきたい

と考えていますので、今後ともよろしくお願いします。 

 

１．はじめに：本校の学校教育の方向性について 

本校では、今年度の学校教育目標を「自ら学び、心豊かで健やかな生徒の育成（知・徳・体

の育成）～子どもたちの主体性を大切にした未来につながる学びの実現～」、そして、めざす子ど

も像を「夢や目標に向けて自分で考え、挑戦する子ども」「社会の一員として他者と協働し新た

な価値を創造する子ども」「自分の良さや可能性を信じ、他者を尊重する子ども」とめざす姿を

掲げています。 

 

この「めざす姿」を追求する背景には、2026 年現在の社会が直面している、より深刻かつ具

体的な変化があります。最新の企業調査（2026 年人材不足調査等）によれば、日本企業の 8

割以上が深刻な人材不足を実感しており、採用の基準は「量」から、「AI を使いこなし、付加価

値を生み出せる質」へと劇的にシフトしています。かつての「言われたことを正確にこなす力」は

AI によって代替が進み、今、社会が切実に求めているのは、「AI にはできない複雑な問題解決」

や「対人コミュニケーションを通じた価値創造」ができる人材です。 

また、2026 年の雇用情勢においては、単なる知識労働ではなく、変化の激しい環境下でも自

律的にスキルを更新し続ける「キャリア自律（自らの将来を自ら描き、学び続ける力）」が必須の

条件となっています。インターネットや AI により誰もが知識を手にできる時代だからこそ、情報を

鵜呑みにせず、その真偽を判断し、自らの意志で最適解を導き出す力が、かつてないほど重要視

されているのです。 

こうした社会からの要請は、以前より課題とされてきた PISA の結果（自律性の欠如）を、より

深刻なものとして浮き彫りにしています。日本の子どもたちは高い学力を持ちながらも、「自分で

学ぶ自信」や「知識を社会とつなげる力」が弱点とされてきました。この「自律性の欠如」こそが、

今の激動の社会において最も克服すべき壁となっています。社会とつなげることが使命とされる

学校は、もはや従来の知識伝達に留まるのではなく、基礎的な知識の習得を基盤とした上で、自

ら問いを立て、失敗を恐れずに挑戦し、「自らの手で未来を切り拓く自信」を育む場へと進化さ

せていかなければなりません。 

 

本校においても、教職員がこれまでの教育のあり方を転換し、正解のない時代に即した新たな

学びを試行錯誤しながら実践しています。今回の調査結果を糧に、掲げた目標が形骸化するこ

となく、一人ひとりの生徒が変化の激しい社会の中でも、自分らしく歩んでいける力を身につけら

れるよう、全力で教育活動に邁進してまいります。今後とも、本校の教育活動へのご理解とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

２．アンケート結果から見る成果と課題（生徒アンケート）  

※昨年度のアンケート結果も踏まえ、同一集団における肯定的回答の変化をまとめました 

（成果と感じる回答） 

 

 

 

 

 

 

 

（課題と感じる回答） 

 

 

 

 

 

 

 

成果・課題とも主なものを 9 項目ずつ選択しました。成果に挙げた項目については、おおむね肯

定的な回答が 9 割を占めており、1 年次よりも 2 年次、2 年次よりも 3 年次と、学年が上がるにつ
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れ、日々の積み上げが結果として現れています。 

特に、「人の役に立つことは大切だと思う」については肯定的回答が 96%と非常に高く、本校生

徒の「他者を思いやる豊かな心」が感じられます。 

また、「先生は生徒の意見や考えを大切にしてくれる」「授業の中で目標（めあて・ねらい）が示

されている」「学習活動を振り返る活動がよく行われている」の各項目は、昨年度までも非常に高

い数値でしたが、2・3 年生ではさらなる上昇が見られました。特筆すべきは「先生は生徒の意見や

考えを大切にしてくれる」の項目で、2・3 年生では昨年度を 10%以上も上回りました。これは、行

事等で生徒の意見を取り入れる場面を増やしたことや、ルールメイキング委員会・ICT 推進委員会

といった希望制の委員会活動を通して「学校生活を自ら見直す場」を設定してきたこと、そして枚方

市の方針を踏まえた組織的な授業改善に臨んできた一定の成果だと捉えています。 

 

課題については、肯定的な回答が相対的に低い項目を選択しました。本校の永続的な課題であ

る『自己肯定感』については、昨年度より向上は見られるものの、依然として他項目より低い数値に

あります。しかし、同一集団で比較すると肯定的な回答が学年を追うごとに増加する結果となりまし

た。生徒一人ひとりの頑張りや良さを丁寧に伝えてきたことで、少しずつ自身の良さを認め、自信を

持って挑戦できる子どもたちが育ってきている様子がうかがえます。 

一方で、「将来の夢や目標を持っている」「自分は責任ある社会の一員だと思う」「社会や学校

は自分たちで変えられる」等の項目は、今年度から加わった質問ということもあり、昨年度との比較

ができませんが、他と比べて低い傾向にありました。主体性を育むためには、これらのような内発的

な動機付けが不可欠な要素です。本校の学校教育目標の実現に向け、これらの数値を一つの指

標とし、今後の教育活動をさらに工夫してまいります。 

課題に挙げた項目の多くも、前年度の数値をわずかずつではありますが上回っています。今後も

引き続き、生徒が主体的に学びに向かえる環境づくりに努めてまいります。 

 

３．アンケート結果から見る成果と課題（保護者アンケート）  

（成果と感じる回答） 

 

 

 

 

 

（課題と感じる回答） 

 

 

 

 

 

 

  成果と課題から、主なものを抜粋してご報告いたします。 

まず、「子どもは安心して学校生活を送っている」という項目では、昨年度と比較して肯定的な回

答が増加しました。子どもたちが安心して学びに迎える環境づくりが、着実に進んでいる様子がうか

がえます。 

また、「学校へ行くのを楽しみにしている」については、全体的な数値に大きな変化はなかったも

のの、2年生において大幅な増加が見られました。これは、2年生になり学校の中心として、様々な場

面で活躍する機会が増えたことが要因の一つと考えられます。今後も教育活動全体を通じ、子ども

たちが前向きに、かつ安心して過ごせる取組を継続してまいります。 

  次に、「タブレット端末の有効活用」や「分かりやすい授業への努力」については、一定の成果と

ともに、保護者の皆さまからの期待の高さを改めて実感する結果となりました。「はじめに」でも触れ

ました通り、今、子どもたちに求められる力は変化しています。その資質・能力をいかに授業で定着さ

せるか。教職員一同で改めて問い直し、そのねらいを子どもたちや保護者の皆さまに分かりやすく伝

えられるよう、さらなる授業改善に努めます。 

 

一方で、「学校の教育方針の伝え方」については課題が残る結果となりました。このような書面で

の報告も含め、学校の考えを丁寧にお伝えするとともに、お子さまにどのような力が身についたのか

を実感していただける機会を大切にしてまいります。保護者の皆さまと共に、お子さまの将来につな

がる力を育む「渚西中学校」を目指し、学校行事や授業参観、ブログ等を通じた情報発信を充実

させ、全教育課程を通して生徒一人ひとりの資質・能力を育成できるよう尽力してまいります。 

 

(参考資料) 

枚方市：教育観の転換について          枚方市：GiGA スクひらかた 公開動画 

題解決に向けて子どもが学び方を選択 
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